
一
九

塞
北
の
詩
人
、
宋
小
濂
　
―
郷
土
へ
の
思
い
―

塞
北
の
詩
人
、
宋
小
濂
　
―
郷
土
へ
の
思
い
―

平  

石  

淑  

子

は
じ
め
に

　
近
年
、
い
わ
ゆ
る
満
洲
国
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
、
満
洲
国
建
国
以
前
に
中
国
東
北
地
域
に
ど
の
よ
う
な
文
化
活
動
が
あ
っ
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
関
心
は
低
い
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
当
地
が
歴
史
的
に
少
数
民
族
の
居
住
地
で
あ
っ
た

こ
と
、
加
え
て
地
理
的
な
辺
境
は
文
化
的
な
辺
境
に
等
し
い
と
、
無
批
判
に
置
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
九
〇
六

年
に
当
地
を
旅
し
た
徳
富
蘇
峰
は
、
奉
天
の
文
溯
閣
を
訪
ね
た
印
象
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

宮
殿
は
、
朝
鮮
も
、
支
那
も
、
其
の
荒
廃
は
同
様
也
。
目
下
修
繕
中
の
由
に
て
候
得
共
、
そ
れ
も
覚
束
な
く
存
じ
候
。（
中
略
）
但

だ
快
心
洞
目
に
足
る
は
、
文
溯
閣
の
載
籍
に
候
。（
中
略
）
但
だ
塵
埃
の
積
る
寸
余
な
る
に
は
、
閉
口
致
し
候
。
総
じ
て
支
那
に
て
は
、

流
石
に
四
億
余
の
人
口
あ
る
故
に
は
、
人
間
程
廉
価
の
も
の
は
、
此
れ
な
く
。
斯
る
宝
物
庫
や
何
や
を
見
物
す
る
に
も
、
役
人
や
ら

油
虫
や
ら
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
左
右
前
後
よ
り
取
り
捲
き
、
嘵

ぎ
ょ
う
き
ょ
う

々
、
喋

ち
ょ
う
ち
ょ
う

々
の
奇
声
を
発
し
、
且
つ
名
状
す
可
ら
ざ
る
奇
臭
の
包
囲
攻
撃
に

は
、
閉
口
中
の
大
閉
口
に
て
有
之
候

）
1
（

。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
、
中
国
の
伝
統
文
化
が
正
し
く
理
解
も
継
承
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
日
本
文
化
人
の
嘆
き
は
民
国
成
立
後
も
変
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わ
ら
な
い
。
一
九
二
四
年
に
東
北
を
旅
し
た
画
家
の
小
杉
放
庵
は
、「
日
本
の
人
々
の
間
に
は
、
只
何
と
な
く
満
洲
は
支
那
の
一
部
分
の

如
き
概
念
を
離
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
で
無
い
点
の
多
い
こ
と
を
、
た
と
え
一
人
二
人
に
で
も
告
げ
て
見
た
い
と
思
っ
て
、
満
洲
必
ず
し
も

支
那
に
非
ざ
る
説
を
此
文
中
に
書
い
て
置
い
た
（
傍
線
筆
者
）
」
と
前
置
き
を
し
、
遼
陽
の
関
帝
廟
を
訪
れ
た
際
の
感
想
を
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

酷
い
荒
廃
で
、
赤
兔
馬
は
地
に
倒
れ
馬
曳
は
半
身
と
な
り
、
見
事
な
浮
彫
り
の
あ
る
映
壁
の
下
は
、
糞
臭
人
を
近
づ
け
な
い
、（
中
略
）

日
本
な
ら
ば
藤
原
末
期
鎌
倉
初
期
な
ど
と
論
あ
っ
て
、
然
る
べ
き
国
宝
の
制
札
を
受
く
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
こ

の
祠
ば
か
り
は
修
繕
が
届
い
て
い
ま
す
。
そ
の
代
り
、
酒
神
の
像
も
近
く
塗
り
替
え
ら
れ
た
と
見
え
、
肌
も
衣
紋
も
興
さ
め
た
生
々

し
い
彩
色
、
今
の
此
地
の
状
態
で
は
、
旧
物
の
手
入
れ
も
、
う
か
と
は
勧
め
ら
れ
ぬ
事
で
す

）
2
（

。

「
満
洲
必
ず
し
も
支
那
に
非
ざ
る
説
」
と
い
う
言
葉
は
、
自
分
た
ち
日
本
の
知
識
人
こ
そ
が
、
中
国
の
伝
統
文
化
の
真
の
理
解
者
で
あ

り
、
継
承
者
で
あ
る
と
い
う
身
勝
手
な
思
い
上
が
り
に
由
来
し
て
お
り
、
彼
ら
の
こ
う
い
っ
た
印
象
記
が
、
満
洲
国
を
産
む
こ
と
と
な
っ

た
大
東
亜
共
栄
圏
の
構
想
を
後
押
し
す
る
一
助
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
そ
も
そ
も
日
本
人
が
古
来
憧
れ
、
遵
奉
し
て
き
た

中
華
の
伝
統
的
文
化
・
文
明
を
唯
一
無
二
の
価
値
と
す
る
一
元
的
な
文
化
・
文
明
観
か
ら
東
北
を
見
る
こ
と
自
体
が
、
実
は
お
か
し
な

こ
と
で
あ
る
。
小
峰
和
夫

）
3
（

は
「
満
洲
の
あ
る
じ
は
漢
族
で
は
な
く
ツ
ン
グ
ー
ス
や
モ
ン
ゴ
ル
で
あ
っ
た
」
と
い
い
、｢

当
然
で
は
あ
る
が
、

清
朝
を
生
ん
だ
満
洲
に
は
、
漢
族
（
ま
た
は
漢
人
）
の
地
で
あ
る
中
華
と
は
異
な
る
独
自
の
歴
史
や
風
土
が
存
在
し
た｣

、「
し
か
る
に
、

古
く
か
ら
の
満
洲
独
自
の
風
土
や
景
観
は
、
実
は
清
朝
が
北
京
に
君
臨
し
た
そ
の
と
き
か
ら
、
皮
肉
に
も
む
し
ろ
変
貌
し
て
ゆ
く
運
命
」

と
な
り
、
多
く
の
漢
族
が
流
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
満
洲
は
か
つ
て
の
満
洲
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
満
洲
国
国

立
中
央
博
物
館
副
館
長
を
務
め
た
藤
山
一
雄
は
、
当
地
に
様
々
な
民
族
が
混
在
し
て
き
た
歴
史
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
近
代
に
至
り
、
ロ
シ

ア
や
漢
民
族
の
影
響
を
受
け
て
「
そ
の
本
来
を
辛
う
じ
て
支
持
し
来
っ
た
」
当
地
の
独
特
の
文
化
が
、「
東
方
よ
り
天
孫
民
族
日
本
が
ア
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ジ
ア
修
正
の
第
一
歩
を
満
洲
に
印
し
、
こ
の
雑
多
な
民
族
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
複
雑
多
様
な
る
集
合
体
を
し
て
、
古
き
も
の
を
失
ふ
こ
と

な
く
、
且
つ
新
し
き
も
の
を
も
咀
嚼
吸
収
す
る
、
生
き
た
る
不
二
元
主
義
の
精
神
を
以
て
裁
断
し
、
原
始
よ
り
の
ア
ジ
ア
の
理
想
、
即
ち

『
ア
ジ
ア
は
一
つ
な
り
』
と
い
ふ
宏
大
に
し
て
高
遠
な
る
本
来
へ
の
第
一
段
階
に
持
ち
上
げ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
」）

4
（

と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、「
古
き
も
の
を
失
ふ
こ
と
な
く
、
且
つ
新
し
き
も
の
を
も
咀
嚼
吸
収
す
る
」
と
い
う
も
の
の
、
当
地
の
文
化
は
「
不
二
元
主
義
」

に
よ
っ
て
強
制
的
に
「
一
つ
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
結
果
と
し
て
全
く
異
質
な
「
植
民
地
文
化
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ

た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
清
朝
建
国
以
降
流
入
し
た
漢
族
の
多
く
は
食
い
詰
め
た
農
民
や
貧
し
い
労
働
者
で
あ
っ
た
が

）
5
（

、
我
々
は
そ
の
中
に
清
朝
が
興
っ

て
以
降
、
多
く
の
知
識
人
流
刑
者
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
思
い
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
張
玉
興
は
『
清
代
東
北
流
人
詩
選

注
』

）
6
（

「
前
言
」
で
、「
順
治
、
康
煕
、
雍
正
三
朝
の
九
十
年
間
で
、
東
北
に
流
さ
れ
た
者
は
十
四
万
人
を
下
ら
な
い
」
と
述
べ
、
中
に
は

不
当
な
裁
き
を
受
け
た
者
、
ま
た
高
い
教
養
を
身
に
つ
け
た
者
も
お
り
、
彼
ら
は
失
意
の
中
に
あ
っ
て
も
詩
社
を
組
織
す
る
な
ど
し
て
、

各
々
の
思
い
を
詩
に
託
し
た
と
し
て
い
る
。
彼
ら
の
そ
う
し
た
活
動
は
、
や
が
て
当
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
々
に
も
影
響
を
与
え
、
さ
ら

に
政
治
活
動
や
経
済
活
動
の
た
め
に
中
央
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
役
人
た
ち
が
そ
の
基
盤
の
上
に
文
化
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る

）
7
（

。
本
稿
は
東
北
に
生
ま
れ
、
中
原
か
ら
移
っ
て
き
た
知
識
人
た
ち
の
影
響
下
に
作
品
を
残
し
た
宋
小
濂
（
一
八
六
〇
〜
一
九
二
六
）

と
い
う
人
物
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。

吉
林
出
身
の
宋
小
濂
は
、
同
郷
の
成
多
禄
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
八
）、
徐
鼐
霖
（
一
八
六
五
〜
一
九
四
〇
）
と
共
に
、
文
学
史
上
「
吉

林
三
傑
」
と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
三
人
は
か
な
り
長
い
時
期
を
同
僚
と
し
て
、
ま
た
同
じ
詩
社
の
同
人
と
し
て
交
流
を
深
め
て
い
た
。
最
も

作
品
数
が
多
い
の
は
成
多
禄
で
あ
る
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
東
北
に
滞
在
し
、
特
に
辺
境
警
備
の
た
め
に
塞
北
の
地
を
渉
猟
し
た
経
験
を

持
つ
宋
に
は
、
東
北
の
景
観
を
描
い
た
作
品
が
多
い
。
宋
に
関
す
る
先
行
研
究

）
8
（

は
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
彼
の
生
涯
と
代
表
作
品
を

紹
介
す
る
も
の
で
、
作
品
自
体
を
論
じ
る
も
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
な
い
。
ま
た
そ
れ
ら
は
お
し
な
べ
て
彼
を

｢

愛
国
詩
人｣

と
評

価
す
る
が
、
清
朝
、
民
国
と
い
う
二
代
に
わ
た
っ
て
要
職
に
あ
っ
た
彼
に
と
っ
て
、「
国
」
は
単
純
な
概
念
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
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本
稿
で
は
宋
小
濂
の
作
品
の
中
か
ら
特
に
東
北
を
描
い
た
代
表
的
な
詩
を
取
り
上
げ
、
彼
が
東
北
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ

て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
清
か
ら
民
国
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
彼
は
「
清
の
遺
民
」
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
彼
に
ど
の
よ
う
な

心
理
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
当
地
に
満
洲
国
が
建
国
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

｢

植
民

地
文
化｣
が
誕
生
し
た
こ
と
が
当
地
の
人
々
に
ど
の
よ
う
な
文
化
的
、
精
神
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
と
い
う
筆
者
の
問
題
意
識
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。一

　
宋
の
経
歴
は
彼
自
身
に
よ
る
『
北
徼

キ
ョ
ウ

紀
游
』

）
9
（

「
前
言
」、
及
び
『
宋
小
濂
集
』

）
10
（

の
編
者
「
前
言
」
な
ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
宋
は
吉
林
省
双
陽
県
の
医
者
の
家
に
生
ま
れ
た
。
二
十
代
半
ば
で
童
試
に
合
格
し
、
当
時
の
知
府
李
金
鏞
（
一
八
三
五

〜
九
〇
）
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
後
の
彼
の
一
生
を
決
め
た
と
い
っ
て
よ
い
。
父
親
を
亡
く
し
、
家
族
の
生
活
を
支
え
る
た
め
奉
天

で
軍
隊
に
入
っ
た
後
、
一
八
八
八
年
、
督
理
漠
河
礦
務
を
拝
命
し
た
李
金
鏞
に
招
か
れ
、
役
人
と
な
っ
た
。『
東
北
大
事
記
』（
以
後
『
大

事
記
』
））

11
（

に
よ
れ
ば
、
黒
龍
江
を
挟
ん
で
帝
政
ロ
シ
ア
（
以
後
ロ
シ
ア
）
と
国
境
を
接
す
る
漠
河
は
肥
沃
で
、
金
を
は
じ
め
と
す
る
鉱
物

資
源
も
豊
富
だ
っ
た
た
め
、
し
ば
し
ば
ロ
シ
ア
と
の
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
た
。『
北
徼
紀
游
』
に
は
、
金
鉱
付
近
の
過
酷
な
自
然
環
境
や
、

当
地
の
ロ
シ
ア
人
、
少
数
民
族
の
生
活
の
様
な
ど
が
細
か
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
幕
府
に
は
南
か
ら
多
く
の
文
人
官
吏
が
集
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
中
の
宋
を
含
む
十
一
名
に
よ
っ
て
「
塞
鴻
詩
社
」
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
塞
鴻
詩
社
に
つ
い
て
は
柳
成
棟
「
黒
龍
江
的
詩
社
」

）
12
（

に
比
較
的
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
九
年
九
月
、
李
金
鏞

が
招
い
た
劉
棫
林

）
13
（

に
よ
っ
て
同
年
十
月
か
十
一
月
に
結
成
さ
れ
た
。
詩
社
名
の
「
塞
」
は
「
塞
外
」
を
、「
鴻
」
は
蘇
軾
の
「
人
生
到
處

知
何
似
、
應
似
飛
鴻
踏
雪
泥
（
人
生
到
る
処
　
知
ん
ぬ
　
何
に
か
似
た
る
　
応ま

さ

に
飛
鴻
の
雪
泥
を
踏
む
に
似
た
る
べ
し
））

14
（

」
の
「
飛
鴻
」

か
ら
取
っ
た
。
し
か
し
十
一
名
の
同
人
の
中
で
詩
集
が
残
っ
て
い
る
の
は
唯
一
宋
小
濂
の
み
で
あ
る
。
結
成
後
は
毎
晩
集
ま
っ
て
詩
を
作
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り
あ
っ
た
が
、
一
カ
月
後
、
内
三
名
が
移
動
し
、
ま
た
職
務
も
忙
し
く
な
っ
た
た
め
、
中
断
。
十
二
月
、
宋
小
濂
が
天
津
に
出
張
を
命
じ

ら
れ
、
ま
た
結
婚
の
た
め
休
暇
を
申
請

）
15
（

、
翌
年
春
の
終
わ
り
頃
戻
っ
て
み
る
と
、
劉
は
病
の
た
め
南
へ
帰
り
、
詩
社
の
活
動
も
行
わ
れ
な

く
な
っ
て
い
た
。

　
一
八
九
〇
年
の
李
金
鏞
病
没
後
、
宋
は
引
き
続
き
後
任
の
袁
大
化
（
一
八
五
一
〜
一
九
三
五
）
の
元
で
任
務
に
就
く
。
一
九
〇
四
年
、

程
徳
全
（
一
八
六
〇
〜
一
九
三
〇
）
に
招
か
れ
斉チ

チ

ハ

ル

斉
哈
爾
に
赴
く
が
、
こ
の
時
、
前
述
の
成
多
禄
、
徐
鼐
霖
の
同
僚
と
な
っ
て
い
る
。
斉

斉
哈
爾
は
国
境
警
備
の
要
衝
で
あ
り
、
宋
ら
の
任
務
は
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
彼
が
担
っ
た
最
大
の
任
務
と
功
績
が
一
九
〇
四
年

に
締
結
さ
れ
た
「
黒
龍
江
省
東
省
鉄
路
公
司
伐
木
条
約
」

）
16
（

に
関
す
る
ロ
シ
ア
側
と
の
協
議
で
あ
っ
た
。『
宋
小
濂
集
』
前
言
及
び
成
多
禄
『
澹

堪
詩
草
』
巻
一

）
17
（

の
宋
序
文
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
六
年
秋
、
東
省
鉄
道
管
理
局
局
長
で
あ
っ
た
ド
ミ
ト
リ
ー
・
レ
オ
ニ
ド
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ホ
ル

ヴ
ァ
ー
ト
（
一
八
五
八
〜
一
九
三
七
）
と
の
協
議
の
た
め
哈ハ

ル

ビ

ン

爾
浜
に
赴
き
、
そ
の
後
百
四
十
余
回
の
会
議
を
重
ね
た
末
、
よ
う
や
く
合
意

に
達
し
た
と
い
う
。
こ
の
間
一
年
、
単
純
に
計
算
す
れ
ば
、
二
〜
三
日
に
一
度
は
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
会
談
の
結
果
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
合
意
に
至
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
宋
が
そ
の
後
呼フ

ル

ン

ボ

イ

ル

倫
貝
爾
副
都
統
に
任
命
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と

）
18
（

、
こ
の
ロ
シ
ア
側
と
の
交
渉
に
関
し
て
は
、
一
定
の
評
価
が
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
一
一
年
に
は
中
ロ
の
代

表
が
斉
斉
哈
爾
で
会
し
、
額ア

ル

グ

ン

爾
古
納
河
一
帯
の
中
ロ
の
国
境
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
が
、
当
時
の
責
任
者
で
あ
っ
た
黒
龍
江
巡
撫
周
樹

模
（
一
八
六
〇
〜
一
九
二
五
）
の
補
佐
と
し
て
宋
小
濂
の
名
前
が
あ
る
。
こ
の
協
議
で
水
陸
の
国
境
が
改
め
て
定
め
ら
れ
、
年
末
、「
中

俄
満
洲
里
界
約
」
が
締
結
さ
れ
て
い
る

）
19
（

。

張
徳
元
は
呼
倫
貝
爾
時
代
の
宋
の
業
績
と
し
て
、「
（
一
）
官
制
を
整
備
し
、
行
政
管
理
を
強
め
た
こ
と
、（
二
）
歩
哨
所
を
整
備
し
、

兵
士
に
開
墾
を
さ
せ
た
こ
と
、（
三
）
商
工
業
の
発
展
に
尽
力
し
た
こ
と
、（
四
）
学
校
を
創
設
し
た
こ
と
、（
五
）
軍
隊
を
増
強
し
、
警
察

を
整
備
し
た
こ
と
、（
六
）
税
務
管
理
を
厳
重
に
行
い
、
財
政
収
入
を
増
や
し
た
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る

）
20
（

が
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
政
策

が
漢
化
政
策
と
し
て
蒙
古
の
人
々
の
反
発
を
招
き
、
清
朝
が
滅
亡
す
る
や
い
な
や
、「
外
蒙
古
独
立
を
宣
言
す
る
や
呼
倫
貝
爾
は
之
と
呼

応
し
て
黒
龍
江
省
の
巡
撫
に
対
し
て
独
立
を
宣
言
し
て
外
蒙
古
に
応
じ
た
」）

21
（

と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
独
立
騒
動
に
関
し
て
は
ロ
シ
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ア
が
裏
で
糸
を
引
い
て
い
た
と
い
わ
れ
、
矢
野
は
、「
一
九
一
五
年
中
華
民
国
の
宗
主
権
の
下
に
独
立
を
取
り
消
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

袁
世
凱
の
懐
柔
其
が
功
を
奏
し
た
結
果
で
も
あ
る
が
、
袁
世
凱
の
懐
柔
が
功
を
奏
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
露
西
亜
が
呼
倫
貝
爾
の
独

立
運
動
か
ら
手
を
引
い
た
為
め
で
あ
る
」）

22
（

と
述
べ
て
い
る
。

中
華
民
国
が
成
立
し
て
官
界
の
再
編
が
行
わ
れ
、
黒
龍
江
都
督
に
任
じ
ら
れ
た
宋
小
濂
は
、
正
に
こ
の
困
難
な
時
期
に
責
を
負
う
こ
と

と
な
っ
た
。『
大
事
記
』
で
は
、
黒
龍
江
都
督
に
任
じ
ら
れ
た
一
年
半
後
の
一
九
一
三
年
七
月
、
病
気
を
理
由
に
辞
職
を
申
し
出
、
翌
月

そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
、
と
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
六
年
後
、
六
十
歳
間
近
の
一
九
一
九
年
、
宋
は
徐
世
昌
（
一
八
五
五
〜
一
九
三
九
）

に
請
わ
れ
、
東
清
鉄
路
督
弁
と
し
て
再
び
二
年
間
東
北
の
政
務
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
二
二
年
、
よ
う
や
く
職
を
辞
し
た
宋
は
、
北
京
後
海
劉
海
胡
同
の
恭
親
王
の
別
荘
を
購
入
、
修
理
し
、「
止
園
」
と
名
付
け
て
そ

こ
に
住
ん
だ
。
第
二
の
詩
集
『
東
道
集
』

）
23
（

が
刊
行
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
彼
は
一
九
二
一
年
に
北
京
で
結
成
さ
れ
た
詩
社
「
漫
社
」

の
特
別
会
友
と
な
っ
て
い
た
。
漫
社
の
成
立
に
つ
い
て
は
潘
静
如
「
『
清
遺
民
』
與
北
洋
政
府
的
依
違
離
合
―
―
以
漫
社
詩
人
群
体
為
中

心
」

）
24
（

に
詳
し
い
。
漫
社
を
立
ち
上
げ
た
張
朝
墉
（
一
八
六
〇
〜
一
九
四
二
）
は
、
清
代
に
は
周
樹
模
の
配
下
、
民
国
以
降
は
黒
龍
江
都
督

宋
小
濂
の
配
下
に
あ
っ
た
。
潘
に
よ
れ
ば
、
漫
社
は
十
余
年
の
活
動
の
歴
史
が
あ
る
が
、
そ
の
間
、
嚶
社
、
後
漫
社
、
庚
社
と
名
前
を
変

え
、
ま
た
後
漫
社
か
ら
は
声
社
、
穀
社
、
棠
社
と
い
う
分
流
も
生
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
の
う
ち
、
宋
が
関
係
し
た
の
が
嚶
社
で
あ
る
。
な

ぜ
漫
社
が
嚶
社
と
な
っ
た
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
だ
が
、
潘
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
に
な
っ
て
漫
社
の
同
人
達
が
病
没
し
た
り
北

京
を
離
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、
集
ま
り
が
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
宋
が
自
身
の
居
宅
、
止
園
に
同
人
を
集
め
、
嚶

社
と
名
付
け
て
月
に
一
回
、
併
せ
て
十
一
回
の
詩
会
を
催
し
た
と
い
う
。
だ
が
嚶
社
は
漫
社
に
代
わ
っ
て
立
つ
意
図
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

一
年
後
に
は
再
び
漫
社
と
し
て
の
活
動
が
再
開
さ
れ
た
ら
し
い
（
後
漫
社
）。

　
し
か
し
北
京
で
の
詩
作
三
昧
の
日
々
も
長
く
は
な
く
、
宋
は
一
九
二
六
年
に
北
京
で
病
没
す
る
。
民
国
政
府
は
そ
の
死
を
悼
み
、
徐
鼐

霖
に
葬
儀
一
切
を
仕
切
ら
せ
、
友
人
た
ち
が
そ
の
死
を
悼
む
詩
を
作
っ
た

）
25
（

。
成
多
禄
は
「
哭
鉄
梅
四
兄
四
首
」

）
26
（

で
、
共
に
北
京
に
家
を
構

え
、
政
治
か
ら
距
離
を
置
い
た
環
境
で
郊
外
に
遊
ん
だ
り
、
酒
を
飲
ん
だ
り
、
詩
を
作
り
あ
っ
た
り
し
た
日
々
を
懐
か
し
む
。
そ
し
て
宋



二
五

塞
北
の
詩
人
、
宋
小
濂
　
―
郷
土
へ
の
思
い
―

の
死
の
前
日
に
催
さ
れ
た
詩
社
の
集
ま
り
に
、
宋
か
ら
「
も
う
出
ら
れ
な
い
」
と
い
う
伝
言
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
悲
し
み
を
込
め

て
記
し
て
い
る
。

二

　
さ
て
、
呼
倫
貝
爾
副
都
統
と
な
っ
た
宋
は
、
一
九
〇
九
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
呼
倫
貝
爾
全
域
を
視
察
し
て
い
る
が

）
27
（

、
彼
が
渉
猟
し

た
国
境
付
近
の
雄
大
な
自
然
の
景
観
が
読
み
込
ま
れ
た
『
邊
聲
』
収
録
の
各
作
品
の
多
く
は
こ
の
間
に
作
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る

）
28
（

。
北

京
に
止
園
を
購
入
し
、
詩
社
に
加
わ
り
、
文
人
然
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
頃
の
作
品
よ
り
も
、『
邊
聲
』
に
は
東
北
に
生
ま
れ
た
詩

人
な
ら
で
は
の
野
趣
に
富
ん
だ
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
代
表
作
と
し
て
「
呼
倫
貝
爾
紀
事
」（
『
邊
聲
』
第
三
篇
）
が
あ
る
。

興
安
嶺
西
北
斗
北
　
臚
胊
河
外
邈
無
極
　
　
興
安
嶺
の
西
　
北
斗
の
北
　
臚
胊
河
外
邈は

る

か
に
極
ま
り
無
く

黄
砂
滿
地
雪
滿
天
　
胡
児
三
萬
服
威
徳
　
　
黄
砂
地
に
満
ち
　
雪
天
に
満
つ
　
胡
児
三
万
　
威
徳
に
服
す

憶
昔
国
家
全
盛
時
　
約
束
異
類
隨
鞭
棰
　
　
憶
う
昔
　
国
家
全
盛
の
時
　
異
類
と
約
束
し
鞭
棰
に
随
わ
し
む

河
上
誓
碑
界
已
定
　
山
頭
鄂
博
石
難
移
　
　
河
上
の
誓
碑
　
界
已
に
定
ま
り
　
山
頭
の
鄂
博
　
石
移
し
難
し

此
疆
彼
域
各
厳
守
　
誰
敢
試
越
鴻
溝
走
　
　
此
の
疆
彼
の
域

各
お
の
お
の

厳
守
　
誰
か
敢
え
て
鴻
溝
を
越
え
て
走
る
こ
と
を
試
さ
ん

一
草
一
木
戴
兵
威
　
碧
眼
赤
髯
皆
縮
手
　
　
一
草
一
木
兵
威
を
戴
き
　
碧
眼
赤
髯
皆
手
を
縮
む

牛
羊
遍
野
駝
馬
鳴
　
千
廬
萬
落
騰
歓
聲
　
　
牛
羊
野
に
遍
く
　
駝
馬
鳴
き
　
千
廬
万
落
歓
声
騰あ

が

る

沐
日
浴
月
二
百
載
　
四
境
從
無
烽
燧
驚
　
　
沐
日
浴
月
二
百
載
　
四
境
従よ

り
て
烽
燧
に
驚
く
こ
と
無
し

「
興
安
嶺
」
は
東
北
を
代
表
す
る
山
脈
、「
臚
胊
河
」
は
現
在
の
克ケ

ル

レ

ン

魯
倫
河
で
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
東
の
山
脈
に
源
を
発
し
、
大
興
安
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嶺
の
さ
ら
に
西
方
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
国
境
に
近
い
呼
倫
湖
に
大
き
く
蛇
行
し
な
が
ら
注
い
で
い
る
。「
胡
児
」
は
国
境
を
侵
犯
す
る
ロ
シ

ア
人
匪
賊
。
清
朝
が
勢
い
の
あ
っ
た
時
代
は
国
境
に
関
す
る
ロ
シ
ア
と
の
外
交
交
渉
に
お
い
て
も
主
導
的
立
場
を
取
り
得
た
。
克
魯
倫
河

の
畔
に
は
ロ
シ
ア
と
の
国
境
を
示
す
文
言
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
作
者
自
注
に
よ
れ
ば
「
鄂
博
」
と
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
、

陸
路
の
国
境
を
示
す
石
の
盛
り
土
の
こ
と
。「
鴻
溝
」
は
古
代
楚
と
漢
を
分
け
る
運
河
、
こ
こ
で
は
国
境
を
指
す
。「
碧
眼
赤
髯
」
は
言
う

ま
で
も
な
く
ロ
シ
ア
人
。
か
つ
て
定
め
ら
れ
た
国
境
を
何
と
し
て
も
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
、
宋
ら
の
強
い
使
命
感
と
気
魄
に
満
ち
て

い
る
。「
沐
日
浴
月
二
百
載
」
は
こ
の
地
が
二
百
年
の
間
中
原
文
化
の
薫
陶
を
受
け
て
き
た
こ
と
を
指
す
と
注
（
蒙
秉
書
等
）
に
あ
る
。「
烽

燧
」
は
狼
煙
、
清
朝
と
ロ
シ
ア
の
間
に
結
ば
れ
た
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
（
一
六
八
九
年
）
が
二
百
年
の
間
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
す
。

し
か
し
、
今
清
朝
の
前
途
は
危
う
い
。
一
八
五
八
年
、
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
屈
し
た
朝
廷
は
愛
琿
条
約
を
締
結
。
こ
れ
に
よ
り
ネ
ル
チ
ン

ス
ク
条
約
で
中
国
領
に
確
定
し
て
い
た
黒
龍
江
の
北
側
は
ロ
シ
ア
領
と
な
り
、
ロ
シ
ア
の
黒
龍
江
航
行
権
承
認
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま

た
現
在
の
沿
海
州
は
共
同
管
理
地
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
八
九
六
年
、
李
鴻
章
が
調
印
し
た
露
清
密
約
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
は
東
北
地
域

に
お
け
る
鉄
道
敷
設
権
、
及
び
周
辺
の
「
鉄
道
付
属
地
」
に
お
け
る
治
外
法
権
を
含
む
様
々
な
権
利
を
獲
得
し
て
い
る
。

世
界
風
雲
變
倏
忽
　
約
書
一
紙
来
羅
刹
　
　
世
界
の
風
雲
変
ず
る
こ
と
倏

し
ゅ
く
こ
つ

忽
　
約
書
一
紙
羅
刹
来
る

毀
垣
入
戸
建
飛
軺
　
穴
山
跨
江
通
修
轍
　
　
垣
を
毀
し
戸
に
入
り
て
飛ひ

よ

う軺
を
建
て
　
山
を
穴う

が

ち
江
を
跨
ぎ
て
修
轍
を
通
ず

藩
籬
自
撤
堕
國
防
　
黄
巾
兆
祻
虜
騎
猖
　
　
藩
籬
自
ら
撤す

て
国
防
を
堕く

ず

し
　
黄
巾
兆
祻
虜
騎
猖く

る

う

凴
陵
蹴
踏
等
蝼
蟻
　
八
年
俯
首
飽
豺
狼
　
　
凴
陵
蹴
踏
す
る
こ
と
蝼
蟻
に
等
し
く
　
八
年
首こ

う
べを
俯
し
て
豺さ

い
ろ
う狼
に
飽
く

即
今
亂
定
脱
刀
匕
　
亀
蛇
笑
看
飊
輪
駛
　
　
即
今
乱
定
ま
り
刀
匕
を
脱
す
　
亀
蛇
笑
い
て
看
る
飊
輪
の
駛は

や

き
を

部
落
星
居
自
暁
昏
　
山
川
甌
脱
誰
疆
理
　
　
部
落
は
星
居
す
る
も
暁
自よ

り
昏
く
　
山
川
甌
脱
誰
が
疆
の
理

こ
と
わ
りぞ

世
界
の
情
勢
は
あ
っ
と
い
う
間
に
変
わ
り
、
た
っ
た
一
枚
の
紙
切
れ
で
羅
刹
（
悪
鬼
、
即
ち
ロ
シ
ア
）
が
や
っ
て
来
た
。「
飛
軺
」
は



二
七

塞
北
の
詩
人
、
宋
小
濂
　
―
郷
土
へ
の
思
い
―

汽
車
、「
修
轍
」
は
鉄
道
、
即
ち
東
清
鉄
道
を
指
す
。「
藩
籬
自
撤
堕
国
防
」
は
露
清
密
約
を
い
う
の
だ
ろ
う
。「
兆
祻
」
は
一
九
〇
〇
年
の

義
和
団
の
乱
で
、
一
八
四
年
に
起
こ
っ
た
黄
巾
の
乱
に
擬
し
て
い
る
。
ち
っ
ぽ
け
な
虫
け
ら
ど
も
が
陵
（
中
国
の
王
朝
）
を
踏
み
に
じ
り
、

一
九
〇
〇
年
以
降
〇
七
年
ま
で
こ
こ
に
居
座
っ
た
ロ
シ
ア
兵
に
対
し
為
す
術
も
な
か
っ
た
こ
と
は
情
け
な
い
（
「
八
年
俯
首
飽
豺
狼
」
作

者
自
注
）。
一
九
〇
七
年
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
宋
が
哈
爾
浜
で
ホ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
と
条
約
を
交
わ
し
た
そ
の
年
で
あ
る
。
今
世
の
乱
れ
は

収
ま
り
は
し
た
が
、
結
局
我
が
領
内
を
疾
駆
す
る
汽
車
（
飊
輪
）
を
ロ
シ
ア
人
た
ち
（
亀
蛇
）
が
満
足
げ
に
眺
め
る
こ
と
を
許
し
て
し
ま
っ

た
。
各
所
に
部
落
は
点
在
し
て
い
る
も
の
の
人
々
は
う
ち
沈
ん
で
い
る
。「
甌
脱
」
は
も
と
も
と
北
方
異
民
族
の
敵
を
偵
察
す
る
た
め
の

土
の
穴
蔵
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
中
ロ
国
境
付
近
の
緩
衝
地
帯
を
指
す
と
注
に
あ
る
。
緩
衝
地
帯
に
ま
で
、
敵
は
入
り
込
ん
で
く
る
の

で
あ
ろ
う
。

我
武
生
愧
李
將
軍
　
我
才
遠
遜
趙
翁
孫
　
　
我
が
武
の
生
な
る
こ
と
李
将
軍
に
愧
じ
　
我
が
才
の
遠
き
こ
と
趙
翁
孫
に
遜ゆ

ず

る

岩
疆
権
鎮
作
都
護
　
筹
防
拮
据
營
邊
屯
　
　
岩
疆
権
鎮
都
護
と
作な

り
　
筹
防
拮
据
し
辺
屯
を
営
む

千
五
百
里
渺
人
跡
　
山
高
渓
深
岩
如
壁
　
　
千
五
百
里
人
跡
渺は

る

か
　
山
高
く
渓
深
く
岩
は
壁
の
如
し

陸
無
道
路
水
無
船
　
到
此
仰
天
長
太
息
　
　
陸
に
道
路
無
く
　
水
に
船
無
し
　
此
に
至
り
て
天
を
仰
ぎ
て
長
太
息
す

仰
天
太
息
空
疑
猶
　
何
如
且
爲
尺
寸
謀
　
　
天
を
仰
ぎ
て
太
息
し
空
し
く
疑
猶
す
　
何い

か

ん如
ぞ
且

し
ば
ら

く
は
尺
寸
の
謀
を
為
さ
ん

裹
糧
分
道
据
天
險
　
開
榛
辟
莽
勤
綢
繆
　
　
糧
を
裹つ

つ

み
道
を
分
か
ち
て
天
険
に
据よ

り
　
榛
を
開
き
莽
を
辟ひ

ら

き
て
綢
繆
に
勤
め
ん

營
巢
驟
見
初
基
植
　
河
干

樹
黃
龍
幟
　
　
営
巣
に
驟

し
ば
し
ば

見
る
初
基
の
植
　
河
干
遍
く
樹
つ
黄
龍
の
幟

隣
族
驚
呼
吉
代
來
　
官
民
相
戒
無
妄
肆
　
　
隣
族
驚
き
て
呼
ぶ
　
吉
代
来
た
り
と
　
官
民
相
戒
し
め
妄

み
だ
り

に
肆

ほ
し
い
ま
まに

す
る
こ
と
無
し

「
李
將
軍
」
は
漢
の
文
帝
の
時
に
匈
奴
を
打
っ
た
李
広
、「
趙
翁
孫
」
は
李
広
に
随
っ
た
趙
充
国
。
そ
も
そ
も
国
境
警
備
の
た
め
に
都
護

と
い
う
役
職
が
置
か
れ
た
の
は
漢
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
国
境
警
備
は
困
難
が
多
い
。
見
渡
す
限
り
人
の
姿
は
な
く
、
山
や
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川
が
立
ち
は
だ
か
り
、
先
に
進
も
う
に
も
道
は
な
く
、
川
を
前
に
船
も
な
く
、
た
だ
空
を
仰
い
で
嘆
息
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う

し
て
い
て
も
し
か
た
が
な
い
、
何
と
か
知
恵
を
絞
っ
て
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
。
そ
こ
で
食
料
を
携
帯
し
、
生
い
茂
る
草
木
を
か
き
分

け
、
険
し
い
自
然
に
挑
み
、
未
然
に
禍
を
防
ご
う
と
す
る
（
綢
繆
）。
川
岸
に
は
人
々
の
生
活
の
様
が
見
え
る
が
、
そ
こ
は
そ
も
そ
も
初

め
に
中
国
側
の
領
土
と
定
め
た
所
、
遍
く
清
の
皇
帝
の
象
徴
で
あ
る
「
黃
龍
幟
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
所
だ
。「
ロ
シ
ア
人
は
華
人
を
吉

代
斯
と
呼
ん
だ
」
と
い
う
自
注
が
あ
る
。「
隣
族
」
と
は
蒙
古
族
の
こ
と
。
漢
民
族
（
官
）
と
蒙
古
族
（
民
）
と
は
互
い
に
法
を
守
っ
て

生
活
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
人
た
ち
と
は
異
な
る
、
と
い
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
。

回
頭
切
切
語
我
蒙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
を
回
ら
せ
て
切
切
と
我
が
蒙
に
語
る
　

尚
武
無
忘
先
代
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
を
尚

た
っ
と

び
先
代
の
風
を
忘
る
る
こ
と
無
か
れ
と

有
馬
可
騎
羊
可
食
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
有
れ
ば
騎
る
可
し
　
羊
は
食
ら
う
可
し

同
仇
共
憤
圖
邊
功
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仇
を
同と

も

に
し
憤
り
を
共
に
し
て
辺
功
を
図
ら
ん

魯
陽
揮
戈
日
爲
返
　
補
牢
莫
恨
亡
羊
晩
　
　
魯
陽
戈
を
揮
え
ば
日
為た

め

に
返
る
　
牢
を
補
う
も
亡
羊
の
晩
き
を
恨
む
こ
と
莫
か
れ

吁
嗟
呼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ

亡
羊
補
牢
雖
已
晩
　
餘
羊
尚
在
庶
幾
免
　
　
亡
羊
補
牢
已
に
晩お

そ

し
と
雖い

え

ど
も
　
余
羊
尚
在
ら
ば
免
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
庶
幾
す

蒙
古
族
（
我
蒙
）
に
切
々
と
呼
び
か
け
る
。
お
前
た
ち
の
先
祖
の
勇
姿
を
忘
れ
る
な
、
先
祖
の
残
し
た
文
化
を
継
承
せ
よ
、
誇
り
高
い

蒙
古
族
と
し
て
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
我
々
と
手
を
組
ん
で
国
境
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
こ
う
。
か
つ
て
魯
陽
が
戈
を
振
る
っ
て
太

陽
を
呼
び
戻
し
た
よ
う
に
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
前
に
手
を
打
と
う
で
は
な
い
か
。
時
既
に
遅
く
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま

だ
残
っ
て
い
る
羊
が
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
守
る
た
め
に
囲
い
（
牢
）
を
作
ろ
う
で
は
な
い
か
。
蒙
古
に
対
す
る
、「
同
郷
者
」
と
し

て
の
親
し
い
思
い
が
う
か
が
え
る
。



二
九

塞
北
の
詩
人
、
宋
小
濂
　
―
郷
土
へ
の
思
い
―

各
詩
に
は
創
作
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
国
境
を
視
察
し
た
時
の
こ
と
を
う
た
っ
た
「
登
阿
巴
哈

依
圖
嶺
審
視
中
俄
國
界
」（
『
遍
声
』
第
十
九
篇
）
の
前
半
部
分
に
は
雄
大
な
辺
境
の
自
然
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

群
山
西
來
行
逶
迤
　
一
山
突
兀
餘
陂
陀
　
　
群
山
西
よ
り
来
た
り
て
行
く
こ
と
逶い

い迤
た
り
　
一
山
突と

っ
こ
つ兀

し
て
余
は
陂は

だ陀

昂
頭
駐
瞰
平
野
闊
　
草
青
沙
白
亂
流
多
　
　
頭
を
昂
げ
駐と

ど

ま
り
て
瞰み

れ
ば
平
野
闊ひ

ろ

く
　
草
青
く
沙
白
く
乱
流
多
し

下
馬
策
杖
凌
絶
頂
　
凭
臨
萬
象
爭
紛
羅
　
　
馬
を
下
り
杖
を
策つ

き
て
絶
頂
に
凌の

ぼ

り
　
万
象
の
紛
羅
を
争
う
を
凭

ひ
ょ
う
り
ん
臨
す

東
來
長
蛇
海
拉
爾
　
蜿
蜒
奔
赴
山
足
過
　
　
東
よ
り
来
た
る
長
蛇
は
海
拉
爾
　
蜿
蜒
と
し
て
奔
赴
し
山
足
を
過
ぐ

地
形
中
高
南
北
下
　
審
觀
水
勢
一
一
可
　
　
地
形
は
中
高
く
南
北
下
が
り
　
審

つ
ま
び

ら
か
に
観
る
水
勢
の
一
一
可
な
る
を

縷
覙
小
渠
向
南
溢
　
乃
是
達
蘭
鄂
落
水
　
　
縷ろ

う
し
ん覙
す
　
小
渠
の
南
に
向
か
い
て
溢
る
る
を
　
乃
ち
是
れ
達
蘭
鄂
落
水
な
り

中
流
北
轉
曰
額
爾
古
納
河
　
　
　
　
　
　
　
中
流
は
北
転
し
額
爾
古
納
河
と
曰
う

以
手
逓
物
作
磬
折
　
循
名
求
實
無
差
訛
　
　
手
を
以
て
物
を
逓お

く

る
に
磬け

い
せ
つ折

を
作な

す
　
名
に
循

し
た
が

い
実
を
求
む
る
に
差
訛
無
し

題
名
の
「
阿
巴
哈
依
圖
」
は
地
名
。
満
洲
里
の
東
、
呼
倫
湖
の
北
の
、
海ハ

イ

ラ

ル

拉
爾
河
が
大
き
く
蛇
行
す
る
あ
た
り
で
、
度
々
ロ
シ
ア
と
の

紛
争
が
起
こ
っ
て
い
た
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
は
馬
で
は
行
け
な
い
。
し
か
し
杖
を
突
き
な
が
ら
登
っ
た
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
だ
。

東
か
ら
流
れ
る
海
拉
爾
河
は
呼
倫
湖
の
北
で
山
裾
を
巻
く
よ
う
に
大
き
く
蛇
行
し
、
湖
に
流
れ
込
む
一
部
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
北
行
し

て
額
爾
古
納
河
と
な
る
。「
達
蘭
鄂
落
水
」
は
呼
倫
湖
の
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
そ
の
蛇
行
の
様
は
あ
た
か
も
人
が
も
の
を
手
渡
す
と

き
に
体
を
折
り
曲
げ
る
、
そ
の
姿
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
困
難
な
巡
視
で
は
野
営
が
当
然
で
あ
っ
た
。「
額
爾
古
納
河
岸
野
宿
」（
『
邊
聲
』
第
二
十
二
篇
）
と
い
う
作
品
が
あ
る
。

山
蒼
蒼
　
河
洋
洋
　
連
天
沙
草
落
日
黃
　
　
山
は
蒼
蒼
　
河
は
洋
洋
　
連
天
の
沙
草
落
日
黄
な
り
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牛
鳴
馬
嘯
人
在
野
　
氈
廬
布
帳
須
臾
張
　
　
牛
鳴
き
　
馬
嘯
き
　
人
は
野
に
在
り
　
氈せ

ん

ろ廬
の
布
帳
須
臾
に
し
て
張
り

鑿
坎
駕
甑
爨
晩
食
　
折
蒿
爇
火
焼
羔
羊
　
　
坎あ

な

を
鑿う

が

ち
て
甑
を
駕の

せ
　
晩
食
を
爨か

し

ぐ
　
蒿
を
折
り
火
を
爇お

こ

し
　
羔
羊
を
焼
く

抽
刀
割
肉
恣
飽
啖
　
笑
談
驚
斷
歸
鴻
翔
　
　
刀
を
抽ぬ

き
肉
を
割
き
　
恣

ほ
し
い
ま
まに

飽
啖
し
　
笑
い
談か

た

れ
ば
帰
鴻
の
翔
ぶ
を
驚
断
す

飯
罷
吏
士
藉
草
臥
　
鼾
聲
齊
入
黑
甜
郷
　
　
飯
罷お

わ

り
　
吏
士
草
を
藉し

き
て
臥
す
　
鼾
声
斉
し
く
入
る
黒
甜
郷

嗟
餘
平
生
慣
行
役
　
氷
霜
雨
雪
無
弗
嘗
　
　
嗟あ

あ

余
平
生
行
役
に
慣
れ
　
氷
霜
雨
雪
嘗
め
弗ざ

る
こ
と
無
し

即
令
筋
骨
漸
衰
老
　
若
論
意
氣
猶
飛
揚
　
　
即
ち
筋
骨
を
令し

て
漸
く
衰
老
せ
し
む
る
も
　
若
し
意
気
を
論
ず
れ
ば
猶
飛
揚
す

今
日
巡
邊
按
斥
堠
　
草
肥
馬
健
爭
騰
驤
　
　
今
日
巡
辺
斥
堠
を
按
じ
　
草
肥
え
馬
健
に
騰

と
う
し
ょ
う

驤
を
争
う

正
好
野
盤
趁
秋
暖
　
五
更
夢
到
黑
水
傍
　
　
正
に
野
盤
を
好
み
秋
暖
を
趁お

う
　
五
更
夢
は
黒
水
の
傍
に
到
る

危
途
巉
岩
不
能
阻
　
精
神
直
欲
周
邊

　
　
危
途
巉ざ

ん
が
ん岩
も
阻
む
こ
と
能
わ
ず
　
精
神
直
ち
に
欲
す
　
周
辺
の
荒
た
る
を

豈
知
局
促
不
稱
意
　
簿
書
法
令
徒
周
章
　
　
豈
知
ら
ん
や
　
局
促
と
し
て
意
に
称か

な

わ
ざ
る
を
　
簿
書
法
令
徒

い
た
ず
らに
周
章

二
三
奇
傑
善
謀
國
　
揖
讓
謂
可
格
虎
狼
　
　
二
三
の
奇
傑
善
く
国
を
謀
り
　
揖
譲
し
て
謂
う
　
虎
狼
格た

だ

す
可
し
と

人
生
縱
意
在
八
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
生
意
を
縦

ほ
し
い
ま
まに

す
る
は
八
表
に
在
り

安
能
縮
首
偃
息

帷
房
　
　
　
　
　
　
安
ん
ぞ
能
く
首

こ
う
べ

を
縮
め
息
を
偃ひ

そ

め
て
帷
房
に
か
く

れ
ん

）
29
（

坐
銷
壯
志
負
昂
藏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坐
し
て
壮
志
を
銷け

し
昂こ

う
ぞ
う藏

に
負そ

む

か
ん

連
れ
て
き
た
も
の
か
放
牧
さ
れ
て
い
る
も
の
か
、
牛
馬
が
元
気
に
跳
ね
回
る
中
で
テ
ン
ト
を
張
る
手
際
は
慣
れ
た
も
の
。
テ
ン
ト
が
張

れ
る
と
早
速
炉
を
作
っ
て
食
事
の
支
度
だ
。
焼
き
上
が
っ
た
子
羊
の
肉
を
蒙
古
式
に
ナ
イ
フ
で
削
り
取
っ
て
口
に
運
ぶ
。
困
難
な
任
務
で

は
あ
る
が
一
行
は
意
気
軒
昂
だ
。
ど
っ
と
上
が
る
笑
い
声
に
渡
り
鳥
の
群
れ
が
驚
い
て
列
を
乱
す
。
腹
が
膨
れ
る
と
草
の
上
に
寝
転
が
り
、

た
ち
ま
ち
鼾
を
か
い
て
夢
境
（
黑
甜
郷
）
に
入
る
。
こ
の
時
作
者
は
五
十
前
後
、
自
身
が
若
く
な
い
こ
と
を
思
う
が
、
気
持
ち
は
ま
だ
負

け
て
い
な
い
。
役
所
で
文
書
と
向
き
合
う
よ
り
は
外
を
歩
き
回
る
こ
と
の
方
が
性
に
合
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
注
で
は
「
黑
水
」
は
黒
龍
江
、
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「
周
章
」
は
大
変
手
数
が
か
か
る
こ
と
。
作
者
の
意
気
軒
昂
な
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
な
か
な
か
楽
し
そ
う
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、

こ
の
地
方
で
の
野
宿
に
つ
い
て
前
述
の
藤
山
は
「
こ
の
漠
々
た
る
無
辺
の
草
原
を
旅
す
る
も
の
が
必
ず
経
験
す
る
や
う
に
、
夜
の
キ
ャ
ン

プ
は
如
何
に
も
怖
し
く
、
翌
朝
地
平
よ
り
太
陽
の
登
る
時
の
嘻
し
さ
と
平
安
は
筆
舌
に
尽
せ
ぬ
」）

30
（

と
書
い
て
い
る
の
だ
。

三

し
か
し
一
九
二
〇
年
〜
二
二
年
の
、
東
清
鉄
路
督
辦
時
代
の
作
品
集
『
東
道
集
』
か
ら
は
こ
の
勇
壮
な
心
意
気
が
消
え
る
。
宋
は
こ
の

時
期
満
洲
里
か
ら
綏
芬
に
至
る
幹
線
と
哈
爾
浜
か
ら
長
春
に
至
る
支
線
を
視
察
し
『
巡
閲
東
省
鉄
路
紀
略
』
を
著
し
て
い
る
が
、『
北
徼

紀
游
』
が
当
地
の
自
然
環
境
や
人
々
の
生
活
を
親
し
く
観
察
、
記
録
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
巡
閲
東
省
鉄
路
紀
略
』
は
単
な
る
報
告
書

で
あ
る
。
彼
が
視
察
の
先
々
で
何
を
見
、
何
を
感
じ
た
か
は
、『
東
道
集
』
か
ら
察
す
る
し
か
な
い
。

『
東
道
集
』
第
七
篇
に
「
秦
皇
島
」
と
題
し
た
詩
が
あ
る
。

莽
莽
秦
皇
島
　
征
軺
瞬
息
過
　
　
莽
莽
た
る
秦
皇
島
　
征せ

い
よ
う軺

は
瞬
息
に
し
て
過
ぐ

東
南
滄
海
闊
　
西
北
亂
山
多
　
　
東
南
滄
海
闊ひ

ろ

く
　
西
北
乱
山
多
し

絶
世
雄
風
渺
　
連
天
巨
浪
磨
　
　
絶
世
の
雄
風
渺は

る

か
に
　
連
天
の
巨
浪
磨
く

幾
多
消
暑
客
　
沈
酔
水
雲
窩
　
　
幾
多
の
消
暑
の
客
　
水
雲
の
窩む

ろ

に
沈
酔
す

秦
皇
島
は
当
時
か
ら
貴
人
や
外
国
人
た
ち
の
避
暑
地
で
あ
っ
た
。「
征
軺
」
は
旅
の
車
の
こ
と
と
注
に
あ
る
。
次
の
第
八
篇
が
「
帰
吉
林
」

で
あ
る
か
ら
、
詩
が
時
間
軸
に
従
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
故
郷
に
帰
る
汽
車
の
旅
の
途
中
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
目
に

映
る
景
色
が
違
う
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、「
絶
世
雄
風
渺
　
連
天
巨
浪
磨
」
に
そ
の
片
鱗
は
見
え
る
も
の
の
、『
邊
聲
』
に
比
べ
る
と
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風
景
描
写
の
ス
ケ
ー
ル
、
力
強
さ
、
そ
し
て
何
よ
り
そ
の
景
観
の
中
に
身
を
置
く
喜
び
や
誇
り
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

ま
た
『
東
道
集
』
第
三
十
篇
に
「
憶
昔
」
と
題
す
る
作
品
が
あ
る
。
興
安
嶺
、
呼
倫
貝
爾
、
満
洲
里
な
ど
、
宋
が
か
つ
て
歩
い
た
地
方

を
懐
か
し
ん
だ
も
の
で
、
序
文
に
「
秋
か
ら
冬
に
向
か
う
頃
、
哈
爾
浜
か
ら
満
洲
里
ま
で
鉄
道
を
巡
閲
し
た
が
、
昔
遊
ん
だ
場
所
で
、
胸

が
詰
ま
っ
て
作
っ
た
」
と
あ
る
。
そ
の
第
二
篇
と
第
三
篇
を
挙
げ
る
。

憶
昔
鎭
呼
倫
　
相
將
三
四
載
　
　
憶
う
昔
　
呼
倫
に
鎮
し
　
相や

が将
て
三
四
載
に
な
ら
ん
と
す
る
と
き

恩
信
洽
胡
児
　
蓄
牧
無
驚
駭
　
　
恩
信
胡
児
に
洽

あ
ま
ね

く
　
蓄
牧
驚
駭
す
る
こ
と
無
し

去
此
十
三
年
　
今
來
人
事
改
　
　
此
を
去
り
て
十
三
年
　
今
来
れ
ば
人
事
改
ま
る

叛
服
何
所
爲
　
我
心
憐
爾
呆
　
　
叛
服
何
の
為
す
所
ぞ
　
我
が
心
爾
の
呆
を
憐
れ
む

撫
茲
葬
亂
餘
　
回
憶
得
無
悔
　
　
茲
を
撫
し
て
乱
余
を
葬
る
は
　
回
憶
し
て
悔
無
き
を
得
ん
や

獨
有
西
山
松
　
青
青
猶
宛
在
　
　
独
り
西
山
の
松
有
る
の
み
　
青
青
と
し
て
猶
宛さ

な
がら

在
る
が
ご
と
し

呼
倫
貝
爾
で
任
に
あ
っ
た
三
〜
四
年
、
ロ
シ
ア
人
た
ち
（
胡
児
）
に
も
清
朝
の
威
光
は
及
ん
で
い
た
し
、
人
々
の
生
活
も
平
和
で
あ
っ

た
。
し
か
し
十
三
年
後
再
び
訪
れ
た
呼
倫
貝
爾
は
様
子
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
た
。「
叛
服
何
所
爲
　
我
心
憐
爾
呆
」
は
清
が
滅
亡
し

民
国
に
変
わ
っ
た
こ
と
。
そ
の
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
た
自
身
を
哀
れ
ん
で
い
る
の
か
。
自
分
が
こ
こ
で
苦
労
し
た
こ
と
に
は
一
体
ど
う

い
う
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
呼
倫
貝
爾
の
西
の
山
に
は
古
い
松
が
多
か
っ
た
、
と
自
注
に
あ
る
。
そ
の
松
だ
け
は
昔
の
ま
ま
、
青

青
と
し
て
い
る
。

憶
昔
理
疆
界
　
久
駐
滿
洲
里
　
　
憶
う
昔
　
疆
界
を
理お

さ

め
　
久
し
く
満
洲
里
に
駐と

ど

ま
り
し
と
き

侵
軼
杜
强
隣
　
不
辞
氷
雪
履
　
　
侵
軼
し
て
強
隣
を
杜ふ

さ

ぎ
　
氷
雪
を
履ふ

む
を
辞
さ
ず
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窮
探
古
納
源
　
細
辨
鄂
博
跡
　
　
窮
探
す
古
納
の
源
　
細
弁
す
鄂
博
の
跡

邊
圉
幸
保
存
　
國
勢
忽
披
靡
　
　
辺へ

ん
ぎ
ょ圉
幸
に
し
て
保
存
せ
ら
る
る
も
　
国
勢
忽
ち
披
靡
す

今
朝
巡
路
來
　
遠
馭
飆
輪
駛
　
　
今
朝
路
を
巡
り
て
来
た
り
　
遠
く
飆
輪
の
駛
せ
る
を
馭
す

安
得
竟
全
功
　
異
域
車
同
軌
　
　
安

い
ず
く

ん
ぞ
得
ん
全
功
の
竟お

わ

る
を
　
異
域
車
は
軌
を
同
じ
く
す

満
洲
里
で
も
国
境
を
守
り
、
ロ
シ
ア
の
侵
入
を
許
さ
な
か
っ
た
。「
古
納
」
は
額
古
納
河
で
そ
の
源
流
か
ら
が
水
路
の
国
境
、「
鄂
博
」

は
前
述
の
よ
う
に
陸
の
国
境
を
示
す
。
そ
れ
ら
は
幸
い
に
ま
だ
そ
の
ま
ま
保
た
れ
て
は
い
る
が
、
国
の
勢
い
は
も
は
や
日
に
日
に
衰
え
、

目
を
覆
う
ば
か
り
。
東
清
鉄
道
を
走
る
汽
車
（
飆
輪
）
に
乗
る
こ
と
を
「
馭
」
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
、
馬
に
乗
っ
て
山
を
越
え
、
草
原

を
駆
け
た
昔
日
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、
か
つ
て
の
王
朝
の
威
光
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
意
気
消
沈
し
て
い
る
宋
の
姿
が
見
え
る
。

時
既
に
南
満
州
鉄
道
会
社
が
成
立
し
て
い
る
。
中
国
を
走
る
鉄
道
が
、
か
た
や
日
本
、
か
た
や
ロ
シ
ア
に
牛
耳
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
親
し
ん
だ
土
地
で
は
あ
る
が
、
景
観
に
関
す
る
作
者
の
関
心
は
明
ら
か
に
薄
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
地
を
遠
く
離
れ
た
と

い
う
物
理
的
な
理
由
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
が
命
を
か
け
、
誇
り
を
持
っ
て
守
っ
た
そ
の
地
が
、
清
朝
滅
亡
の
後
、
国
の
力
も
、
人
々

の
意
識
も
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
精
神
的
に
も
い
よ
い
よ
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
感
じ
て
い
た
た
め
に
違
い
な
い
。

次
に
挙
げ
る
詩
は
第
六
篇
「
出
都
」
で
あ
る
。
鉄
路
の
巡
視
に
出
発
す
る
時
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

鼙
鼓
聲
中
正
出
都
　
故
人
握
手
各
相
吁
　
　
鼙へ

い

こ鼓
声
中
正
に
都
を
出
づ
る
に
　
故
人
握
手
し
各

お
の
お
の

相
い
吁な

げ

く

貪
狼
瘈
猘
乘
風
起
　
社
鼠
城
狐
据
地
呼
　
　
貪
狼
瘈け

い
せ
い猘

風
に
乗
じ
て
起
こ
り
　
社し

ゃ

そ鼠
城
狐
地
に
据よ

り
て
呼
ば
わ
る

倉
猝
離
亭
双
闕
迥
　
傍
徨
繞
屋
一
人
孤
　
　
倉そ

う
そ
つ猝

に
亭
を
離
れ
双
闕
迥は

る

か
　
傍
徨
し
屋
を
繞
る
も
一
人
孤
な
り

諸
公
漫
作
傍
觀
客
　
大
厦
將
傾
要
共
扶
　
　
諸
公
漫み

だ

り
に
作
る
傍
観
の
客
　
大
厦
将
に
傾
か
ん
と
し
て
共
扶
を
要
す
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「
鼙
鼓
聲
（
攻
め
太
鼓
の
音
）
」
は
二
〇
年
七
月
の
安
直
戦
争
を
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
北
京
を
出
発
す
る
際
、
友
人
た
ち
と
互
い
に
手

を
握
り
世
を
憂
え
た
の
だ
っ
た
。
注
に
、「
貪
狼
」
句
は
日
本
帝
国
主
義
が
パ
リ
講
和
会
議
に
乗
じ
て
山
東
を
飲
み
込
も
う
と
し
た
こ
と
、

「
社
鼠
」
句
は
国
内
の
軍
閥
割
拠
を
指
す
と
あ
る
。
慌
た
だ
し
く
屋
敷
を
後
に
し
、
都
を
遠
ざ
か
る
。
北
京
で
共
に
詩
作
を
楽
し
ん
だ
友

人
た
ち
か
ら
も
離
れ
、
今
は
た
っ
た
一
人
だ
。
皆
は
こ
の
混
沌
と
し
た
世
情
を
た
だ
傍
観
す
る
の
み
だ
が
、
今
こ
そ
共
に
手
を
携
え
、
倒

れ
よ
う
と
し
て
い
る
建
物
（
大
厦
）
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。『
邊
聲
』
で
は
専
ら
国
境
を
侵
犯
す
る
ロ
シ
ア
人
へ

の
警
戒
が
う
た
わ
れ
た
が
、
今
は
日
本
の
脅
威
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
こ
の
「
大
厦
」
を
果
た
し
て
「
国
」
と
読
み

替
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

東
清
鉄
路
は
南
行
す
れ
ば
即
ち
満
鉄
で
あ
る
。『
東
道
集
』
に
は
日
本
人
と
の
交
流
を
示
す
作
品
が
五
篇
含
ま
れ
て
い
る
。
一
篇
は
関

東
庁
長
官
山
縣
伊
三
郎
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
七
）、
四
篇
は
満
鉄
社
長
早
川
千
吉
郎
（
一
八
六
三
〜
一
九
二
二
）
と
の
交
流
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
早
川
は
宋
が
大
連
に
赴
く
際
、
迎
え
の
特
別
列
車
を
仕
立
て
、
星
が
浦
な
ど
で
芸
者
を
呼
ん
で
大
宴
会
を
催
し
た
よ
う
だ

が
、
作
品
は
い
ず
れ
も
儀
礼
的
な
も
の
で
、
深
み
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

お
わ
り
に

宋
の
初
期
の
作
品
集
『
邊
聲
』
に
描
か
れ
た
荒
々
し
い
辺
疆
の
景
観
と
、
辺
疆
を
守
ろ
う
と
す
る
使
命
感
、
誇
り
が
『
東
道
集
』
で
は

ほ
ぼ
消
滅
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
年
齢
的
な
「
諦
観
」
も
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
一
つ
に
は
呼
倫
貝
爾
で
の
自
身
の

政
策
の
失
敗
に
対
す
る
挫
折
感
、
も
う
一
つ
に
は
民
国
成
立
後
の
混
乱
に
対
す
る
失
望
感
、
厭
世
観
が
そ
の
よ
う
な
心
理
状
況
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

成
多
禄
の
「
哭
鉄
梅
四
兄
四
首
」
第
三
首
に
こ
の
よ
う
な
句
が
あ
る
。
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城
西
城
北
各
爲
家
　
十
載
春
明
紀
夢
華
　
　
城
西
城
北

各
お
の
お
の

家
を
為
し
　
十
載
の
春
明
は
夢
華
を
紀し

る

す

一
局
棋
枰
觀
壁
上
　
滿
襟
涕
泪
又
天
涯
　
　
一
局
の
棋
枰
壁
上
に
観
　
満
襟
の
涕
泪
又
天
涯

「
澹
堪
年
譜
稿
」
及
び
「
続
澹
堪
年
譜
稿
」

）
31
（

に
よ
れ
ば
、
成
は
一
九
二
三
年
秋
、
家
族
と
と
も
に
北
京
の
西
城
区
に
居
を
構
え
て
い
る
。

前
年
宋
が
居
を
定
め
た
止
園
は
北
京
城
の
北
側
で
あ
る
。「
十
載
」
は
恐
ら
く
、
一
九
一
三
年
に
宋
が
北
京
に
赴
任
し
て
以
後
六
年
を
過

ご
し
た
こ
と
に
止
園
で
の
数
年
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
注
に
よ
れ
ば
「
春
明
」
は
長
安
城
の
門
の
名
で
あ
る
が
こ
こ
で
は
北
京
を

指
す
。
成
の
年
譜
に
は
宋
と
の
詩
作
を
中
心
と
し
た
日
々
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
成
は
宋
に
詩
集
の
校
勘
を
依
頼
し
、
宋

は
彼
の
詩
集
『
澹
堪
詩
草
』
の
跋
を
書
い
て
い
る
（
一
九
一
四
年
）。
誕
生
日
に
は
宋
と
徐
が
酒
盛
り
を
開
い
て
く
れ
た
り
（
一
九
一
七

年
）、
宋
が
自
宅
に
招
い
て
く
れ
た
り
（
一
九
一
九
年
）、
止
園
が
完
成
す
る
と
、
立
春
の
日
に
漫
社
の
詩
人
た
ち
と
共
に
招
か
れ
た
り

（
一
九
二
二
年
）

）
32
（

と
、
親
し
い
交
わ
り
が
続
い
た
よ
う
だ
。
一
九
二
四
年
に
宋
、
徐
と
三
人
で
撮
っ
た
写
真
が
今
も
残
る
。
詩
の
第
二
聯
「
観

壁
上
」
は
、
時
局
の
変
化
を
冷
や
や
か
に
傍
観
す
る
意
と
注
に
あ
る
。
前
出
の
宋
「
出
都
」
に
見
え
る
「
諸
公
漫
作
傍
觀
客
」
と
通
じ
て

い
る
。

宋
が
守
ろ
う
と
し
た
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
彼
が
生
ま
れ
育
ち
守
っ
た
東
北
と
い
う
土
地
で
あ
り
、
人
々
で
あ
り
、
そ
こ
に
生
活
し
て

い
る
同
郷
者
と
し
て
の
少
数
民
族
た
ち
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
民
国
成
立
後
も
高
齢
を
押
し
て
東
北
勤
務
を
受
諾
し

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
で
あ
れ
ば
宋
は
「
愛
国
詩
人
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
愛
郷
詩
人
」
と
称
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
あ
く

ま
で
も
東
北
を
中
心
に
世
界
を
見
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
「
国
」
と
呼
べ
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
侵
入
者
か
ら
東
北
を
守
っ
て

く
れ
る
強
大
な
力
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
満
洲
国
成
立
を
彼
が
も
し
見
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
感
慨
を
持
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
成
多
禄
や
徐
鼐
霖
に
東
北
を
描
い
た
作
品
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
は
い
え
、
宋
と
同
じ
く
東
北
に
出
自
の
あ
る
彼
ら
の
作
品
に
ま

で
分
析
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、「
日
華
共
存
、
日
華

共
栄
」
を
掲
げ
て
満
鉄
に
赴
任
し
た
早
川
と
宋
の
間
に
、
い
か
に
儀
礼
的
で
あ
れ
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
興
味
深
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い
。『
北
徼
紀
游
』
に
登
場
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
当
地
の
少
数
民
族
か
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
が
、
日
本
人
の
「
妓
女
」
に
触
れ
た
部
分
が

あ
る
。
ロ
シ
ア
の
ア
ム
ー
ル
省
に
は
ロ
シ
ア
の
妓
楼
と
日
本
の
妓
楼
が
あ
り
、
彼
は
日
本
の
妓
楼
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
、
ロ
シ

ア
の
妓
女
は
顔
の
彫
り
が
深
く
金
髪
碧
眼
で
見
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
日
本
の
妓
女
は
眉
目
秀
麗
で
中
国
人
と
全
く
変
わ
ら
ず
、
髪

も
美
し
く
、
古
の
美
人
の
風
が
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
人
は
男
女
を
問
わ
ず
清
潔
好
き
で
毎
日
沐
浴
し
、
薄
汚
れ
た
服
を
着
て

い
る
者
は
一
人
も
い
な
い
、
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
彼
が
、
東
省
鉄
路
督
辦
と
し
て
日
本
人
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
付
き
合
い
、
ど

の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た
の
か
。
日
本
側
の
資
料
も
含
め
、
今
後
追
及
し
て
い
く
こ
と
は
我
々
日
本
の
研
究
者
の
使
命
で
も
あ
る
。

注
（
1
）　「
奉
天
及
北
陵
」（『
七
十
八
日
遊
記
』
一
九
〇
六
年
、
民
友
社
）。

（
2
）　「
満
支
の
旅
」（『
草
画
随
筆
　
満
鮮
と
支
那
』
一
九
三
四
年
、
交
詢
社
）。

（
3
）　『
満
洲
―
―
起
源
・
植
民
・
覇
権
』
一
九
九
一
年
、
御
茶
の
水
書
房
。

（
4
）　『
満
洲
の
地
理
学
（
建
国
読
本
　
第
二
編
）』
一
九
三
九
年
九
月
、
満
洲
帝
国
教
育
会
。

（
5
）　「
西
暦
十
七
世
紀
の
後
半
か
ら
十
八
世
紀
の
前
半
に
か
け
て
、満
洲
の
奉
天
、錦
州
、興
京
、吉
林
、寧
古
塔
、阿
爾
楚
喀
、伯
都
訥
、黒
龍
江
（
愛

琿
）、
墨
爾
根
、
斉
斉
哈
爾
等
は
将
軍
、
副
都
統
等
、
満
洲
官
憲
の
所
在
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
支
那
人
の
商
売
、
工
匠
、
傭

工
、
従
僕
等
が
入
込
み
、
支
那
人
街
た
る
基
礎
は
漸
次
築
か
る
る
に
至
っ
た
」（
稲
葉
岩
吉
・
矢
野
仁
一
『
世
界
歴
史
大
系
十
一
　
朝
鮮･

満
洲

史
』
一
九
三
五
年
七
月
、
平
凡
社
）。
矢
野
仁
一
は
清
朝
に
招
か
れ
北
京
法
政
学
堂
に
勤
務
し
た
経
験
を
持
つ
東
洋
史
研
究
者
で
あ
る
。

（
6
）　
一
九
八
八
年
、
遼
沈
書
社
。

（
7
）　
柳
成
棟
「
黒
龍
江
的
詩
社
」（『
黒
龍
江
史
志
』
第
三
一
七
期
、
二
〇
一
四
年
四
月
）
は
清
か
ら
民
国
に
か
け
て
、
当
地
で
は
詩
社
の
活
動

が
活
発
に
な
っ
た
と
し
、
清
末
に
成
立
し
た
詩
社
と
し
て
七
子
詩
社
（
一
六
六
五
年
成
立
、
寧
古
塔
）、
梅
花
詩
社
・
菊
花
詩
社
（
一
八
七
八
年

頃
成
立
、
斉
斉
哈
爾
）、
松
江
詩
社
（
三
姓
）、
塞
鴻
詩
社
（
一
八
八
七
年
成
立
、
漠
河
）
を
挙
げ
る
。
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（
8
）　
筆
者
が
本
稿
作
成
に
当
た
っ
て
参
照
し
た
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
黄
紀
蓮
「
宋
小
濂
関
於
漠
河
金
鉱
的
幾
首
詩
」（『
黒
河
学
刊
・
地
方
歴
史
版
』
一
九
八
五
年
一
期
）

　
　
　
　
張
玉
興
「
晩
清
黒
龍
江
愛
国
詩
人
宋
小
濂
」（『
黒
河
学
刊
・
地
方
歴
史
版
』
一
九
八
八
年
一
期
）

　
　
　
　
陳
章
范
「
宋
小
濂
筹
辺
思
想
及
安
辺
事
略
」（『
中
国
辺
疆
史
地
研
究
』
一
九
九
四
年
第
四
期
）

　
　
　
　
焦
宝
「『
吉
林
三
傑
』
詩
歌
研
究
初
探
」（『
社
会
科
学
戦
線
』
二
〇
一
三
年
八
期
）

　
　
　
　
秦
麗
榮
「『
吉
林
三
傑
』
精
神
文
化
内
涵
研
究
」（『
文
物
鑑
定
與
鑑
賞
』
二
〇
一
八
年
七
期
）

　
　
　
　
王
琳
「『
吉
林
三
傑
』
之
宋
小
濂
詩
歌
中
的
愛
国
主
義
情
懐
」（『
当
代
旅
游
』
二
〇
一
八
年
十
一
期
）

（
9
）　
一
八
八
八
年
に
李
金
庸
の
幕
府
に
入
っ
て
以
降
の
記
録
。
一
八
九
一
年
手
稿
本
、
一
九
八
四
年
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
。

（
10
）　
一
九
八
九
年
、
吉
林
文
史
出
版
社
。『
北
徼
紀
游
』
な
ど
の
他
、『
邊
聲
』（
一
九
一
一
年
）、『
東
道
集
』（
一
九
二
二
年
）、『
晩
学
齋
詩
草
』

（
刊
行
年
不
明
）
の
三
冊
の
詩
集
を
集
め
る
。

（
11
）　
一
九
八
七
年
、
吉
林
文
史
出
版
社
。

（
12
）　『
黒
龍
江
史
志
』
二
〇
一
四
年
四
期
（
総
第
三
一
七
期
）。

（
13
）　
生
卒
年
不
明
。
東
北
に
招
か
れ
た
当
時
は
、
湖
北
鶴
峰
州
知
府
で
あ
っ
た
と
い
う
。
号
は
建
生
、
江
蘇
省
武
進
出
身
と
い
う
が
、
李
金
鏞

の
出
身
は
そ
の
隣
の
江
蘇
省
無
錫
で
あ
る
。

（
14
）　「
和
子
由
澠
池
懐
旧
」。
蘇
軾
が
任
地
に
向
か
う
に
当
た
り
、
弟
蘇
轍
（
子
由
）
か
ら
送
ら
れ
た
詩
に
和
し
て
作
ら
れ
た
作
品
。
人
の
命
は

鳥
が
雪
の
上
に
残
し
た
足
跡
の
よ
う
な
も
の
で
、
鳥
が
飛
び
立
て
ば
何
も
残
ら
な
い
、
と
い
う
意
。

（
15
）　『
宋
小
濂
集
』「
前
言
」
に
よ
れ
ば
、早
く
に
父
親
を
亡
く
し
た
宋
は
、二
十
八
歳
の
時
、老
母
と
妻
、娘
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、軍
隊
に
入
っ

た
と
あ
り
、
当
時
既
に
結
婚
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
『
邊
聲
』
に
、
亡
く
な
っ
た
妻
を
悼
む
詩
（
第
十
七
篇
「
六
月
十
六
日
晩
將
赴

辺
勘
界
別
亡
再
継
室
夫
人
柩
」、第
二
十
七
篇
「
哭
亡
再
継
室
庄
菉
筠
」）
が
あ
る
の
で
、再
婚
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
「
哭
亡
再
継
室
…
」

詩
に
、
占
師
に
よ
れ
ば
、
自
分
は
三
人
妻
を
持
つ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
通
り
に
な
っ
た
、
と
い
う
自
注
が
あ
る
。
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（
16
）　
こ
の
記
述
は
『
大
事
記
』
に
よ
る
が
、
麻
田
雅
文
『
中
東
鉄
路
経
営
史
』（
二
〇
一
二
年
十
一
月
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
の
詳
細
な
調

査
の
中
に
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。『
通
史
』
に
よ
れ
ば
、「
黒
龍
江
省
東
省
鉄
路
公
司
伐
木
条
約
」
は
、
陸
路
で
は
成
吉
思
汗

駅
か
ら
牙
克
石
駅
ま
で
の
鉄
道
の
両
側
、
長
さ
六
百
里
、
幅
六
十
里
の
地
域
、
水
路
で
は
呼
蘭
、
諾
敏
の
そ
れ
ぞ
れ
水
源
か
ら
長
さ
三
百
余
里
、

幅
百
余
里
の
地
域
と
、
濃
濃
、
杈
林
の
そ
れ
ぞ
れ
水
源
か
ら
長
さ
百
六
十
〜
七
十
里
、
幅
七
十
里
の
地
域
の
森
林
伐
採
権
を
東
省
鉄
路
公
司
側
、

即
ち
ロ
シ
ア
側
が
有
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
17
）　
一
九
一
四
年
、
成
多
禄
が
宋
小
濂
に
自
身
の
詩
を
送
り
、
校
勘
を
依
頼
し
て
編
ま
れ
た
も
の
と
い
う
（『
成
多
禄
集
』「
澹
堪
年
譜
稿
」：

一
九
八
八
年
、
吉
林
文
史
出
版
社
）。

（
18
）　『
宋
小
濂
集
』
前
言
で
は
、
任
命
は
一
九
〇
七
年
、『
澹
堪
詩
草
』
宋
序
文
で
は
一
九
〇
八
年
で
あ
る
。

（
19
）　『
大
事
記
』
に
よ
る
。

（
20
）　「
宋
小
濂
在
呼
倫
貝
爾
」（『
東
北
地
方
史
研
究
』
一
九
八
七
年
第
一
期
）。

（
21
）　
満
鉄
庶
務
部
調
査
課
『
洮
南
、
満
洲
里
間
蒙
古
調
査
報
告
書
（
第
一
班
）　
第
一
編
　
総
論
、
沿
道
の
概
況
、
各
村
邑
、
洮
満
鉄
道
の
価
値
、

其
他
』（
一
九
二
五
年
）。

（
22
）　『
近
代
蒙
古
史
研
究
』
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
七
月
、
弘
文
堂
書
房
。

（
23
）　
一
九
二
〇
年
〜
二
二
年
の
北
京
時
代
の
作
品
を
集
め
る
。

（
24
）　『
詩
書
畫
』（h

ttp://w
w
w
.sh

ish
u
h
u
azazh

i.com
/P

art.aspx
?n

id= 4&
pid= 12&

id= 845

）。

　
　
　
潘
は
一
九
二
二
年
、
二
三
年
に
『
漫
社
集
』
三
集
と
『
補
遺
』
が
編
ま
れ
た
と
し
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
「
社
友
名
録
」
に
は
十
三
名
の

同
人
の
名
前
が
あ
り
、
成
多
禄
の
名
も
見
え
る
が
、
宋
と
徐
鼐
霖
の
名
は
無
い
と
い
う
。

（
25
）　
成
多
禄
「
哭
鉄
梅
四
兄
四
首
」
注
に
よ
る
。

（
26
）　『
澹
堪
詩
草
』
巻
三
所
収
。
こ
の
詩
集
は
友
人
の
序
文
も
付
し
、
出
版
す
る
準
備
が
さ
れ
て
い
た
が
、
生
前
に
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。『
成

多
禄
集
』（
一
九
八
八
年
、
吉
林
文
史
出
版
社
）
所
収
。「
鉄
梅
」
は
宋
の
字
で
あ
る
。
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（
27
）　『
呼
倫
貝
爾
邊
務
調
査
報
告
書
』（
一
九
〇
九
年
鉛
印
、『
宋
小
濂
集
』
所
収
）
は
そ
の
報
告
書
で
あ
る
。

（
28
）　『
宋
小
濂
集
』前
言
で
は
一
八
八
八
年
か
ら
二
十
三
年
間
の
詩
文
を
収
録
し
た
、と
あ
る
。「
自
序
」で
は
、〇
七
年
に
呼
倫
貝
爾
に
派
遣
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
二
年
、
国
境
警
備
に
つ
い
て
力
を
尽
く
し
、
ま
た
、
国
境
付
近
を
調
査
し
た
が
、
そ
こ
で
感
じ
た
悲
憤
を
ど
う
し
て
も
抑
え
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
、
一
九
〇
九
年
と
一
〇
年
に
作
っ
た
も
の
が
多
く
、
こ
こ
に
収
め
る
、
と
い
っ
て
い
る
。

（
29
）　「

」
字
は
辞
書
に
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
自
体
に
も
作
字
の
跡
が
見
ら
れ
る
が
、
他
の
版
本
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
比
較
、
確
認
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
詩
の
意
を
酌
ん
で
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
お
く
。

（
30
）　『
満
洲
の
地
理
学
』。

（
31
）　
い
ず
れ
も
『
成
多
禄
集
』（
一
九
八
八
年
、
吉
林
文
史
出
版
社
）
所
収
。

（
32
）　
徐
鼐
霖
「
止
園
落
成
次
原
韻
」
夏
潤
生
注
（『
徐
鼐
霖
集
』）。


